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2。 20年 2月 |?日

原子力規制委員会 殿

大阪市北区中之島 3丁目6番 1

関 西 ,電 力 株 式

取 締 役 社 長 岩 根

高浜発電所 3号機 蒸気発生器伝熱管の損傷について

実用発電用原子炉の設置、運転等に関する規則第 134条 の規定により、別紙

のとお りご報告 します。

なお、本事象の原因と対策につきましては、その結果が纏まり次第、追ってご報

告 します。



別 紙 

発電用原子炉施設故障等報告書 

２０２０年２月１９日 
関西電力株式会社 

件 名 高浜発電所３号機  蒸気発生器伝熱管の損傷について 

事 象 発 生 の 日 時 ２０２０年２月１８日 １３時００分 （技術基準に適合していないと判断した日時） 

事 象 発 生 の 場 所 高浜発電所３号機  原子炉格納容器内 

事 象 発 生 の 
発電用原子炉施設名 原子炉冷却系統施設 一次冷却材の循環設備 蒸気発生器（ＢおよびＣ） 

事 象 の 状 況 

１．事象発生の状況 

高浜発電所３号機（加圧水型軽水炉、定格電気出力８７万ｋＷ、定格熱出力２６６万ｋ

Ｗ）は、２０２０年１月６日より第２４回定期検査中であり、３台ある蒸気発生器（以下

「ＳＧ」という。）の伝熱管＊１全数について、健全性を確認するため渦流探傷試験＊２（以下

「ＥＣＴ」という。）を実施した。 

その結果、Ｂ－ＳＧの伝熱管１本およびＣ－ＳＧの伝熱管１本について、管支持板＊３部

付近に、外面からの減肉とみられる有意な信号指示＊４が認められたことから、実用発電用

原子炉及びその附属施設の技術基準に関する規則第１８条並びに第５６条に適合しておら

ず、実用発電用原子炉の設置、運転等に関する規則第１３４条に該当することを、２０２０

２月１８日１３時００分に判断した。 
＊１ ＳＧの中で1次冷却材（1次側）と給水（2次側）の熱交換を行う逆Ｕ字形の管群。1次冷却

材は入口管板部（高温側）から入り、給水と熱交換後に出口管板部（低温側）へ流れる。 
＊２ 高周波電流を流したコイルを伝熱管に挿入することで伝熱管に渦電流を発生させ、伝熱管の

欠陥により生じる渦電流の変化を電気信号として取り出すことで欠陥を検出する試験

（ＥＣＴ；Eddy Current Test）。全周に対して渦電流の発生と検出を別々のコイルを用いた

２４組のコイルで伝熱管の欠陥による渦電流の変化を信号として検出する。 
＊３ 伝熱管を支持する部品。 
＊４ ノイズレベル（雑音信号レベル）を超える信号であって、ＳＧ管支持板等の外部構造物ある

いは伝熱管の形状等に起因する信号（疑似信号）ではない信号指示。 
 

２．ＥＣＴ結果 

（１）検査期間 

２０２０年 ２月 ２日～２０２０年 ２月１８日（定期事業者検査終了日） 

探傷検査・データ整理期間 ２０２０年 ２月 ２日～２０２０年 ２月１５日 

解析・評価検査期間    ２０２０年 ２月１６日～２０２０年 ２月１８日 

 

（２）検査範囲 

ＳＧの施栓＊５済みの伝熱管を除く、全数の伝熱管についてＥＣＴを実施した。 

（単位：本） 

ＳＧ Ａ Ｂ Ｃ 合 計 

検査対象本数 ３,２７２ ３,２４８ ３,２６２ ９,７８２ 
＊５ 伝熱管の１次側出入口部分に機械式栓を用いて栓をし、供用外とすること。 

 

（３）検査結果 

ＥＣＴデータを評価した結果＊６、２本の伝熱管に有意な信号指示が認められた。 

有意な信号指示が認められた箇所は、管支持板部付近であった。 

（単位：本） 

ＳＧ Ａ Ｂ Ｃ 合 計 

指示管本数 ０ １ １ ２ 
＊６ 一般社団法人日本機械学会 発電用原子力設備規格 維持規格（2008年改訂版）JSME S NA1-

2008 ＳＧ伝熱管に対する判定基準に従う。 

 



事 象 の 原 因 
今後、有意な信号指示があった伝熱管の外観等を確認するため、小型カメラによる調査等

を実施する。 

保 護 装 置 の 種 類 

及 び 動 作 状 況 
該当せず 

放 射 能 の 影 響 な し 

被 害 者 な し 

他 に 及 ぼ し た 障 害 な し 

復 旧 の 日 時 未 定 

再 発 防 止 対 策 原因調査を踏まえ、対策を講じる。 
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１．件  名 

高浜発電所３号機 蒸気発生器伝熱管の損傷について 

 

２．事象発生日 

２０２０年２月１８日（技術基準に適合していないと判断した日） 

 

３．事象発生の発電用原子炉施設 

原子炉冷却系統施設 一次冷却材の循環設備 蒸気発生器 

 

４．事象発生前の運転状況 

第２４回定期検査中 

 

５．事象発生の状況 （添付資料－１） 

高浜発電所３号機（加圧水型軽水炉、定格電気出力８７万ｋＷ、定格熱出力２

６６万ｋＷ）は、２０２０年１月６日より第２４回定期検査中であり、３台ある

蒸気発生器（以下「ＳＧ」という。）の伝熱管＊１全数について、健全性を確認す

るため渦流探傷試験＊２（以下「ＥＣＴ」という。）を実施した。 

その結果、Ｂ－ＳＧの伝熱管１本およびＣ－ＳＧの伝熱管１本について、管支

持板＊３部付近に、外面からの減肉とみられる有意な信号指示＊４が認められたこと

から、実用発電用原子炉及びその附属施設の技術基準に関する規則第１８条並び

に第５６条に適合しておらず、実用発電用原子炉の設置、運転等に関する規則第

１３４条に該当することを、２０２０年２月１８日１３時００分に判断した。 

 
＊１ ＳＧの中で 1次冷却材（1次側）と給水（2次側）の熱交換を行う逆Ｕ字形の管群。1次冷却材は入口

管板部（高温側）から入り、給水と熱交換後に出口管板部（低温側）へ流れる。 
＊２ 高周波電流を流したコイルを伝熱管に挿入することで伝熱管に渦電流を発生させ、伝熱管の欠陥によ

り生じる渦電流の変化を電気信号として取り出すことで欠陥を検出する試験（ＥＣＴ；Eddy Current 

Test）。全周に対して渦電流の発生と検出を別々のコイルを用いた２４組のコイルで伝熱管の欠陥に

よる渦電流の変化を信号として検出する。 
＊３ 伝熱管を支持する部品。 
＊４ ノイズレベル（雑音信号レベル）を超える信号であって、ＳＧ管支持板等の外部構造物あるいは伝熱

管の形状等に起因する信号（疑似信号）ではない信号指示。 
 

６．ＥＣＴ結果 

（１）検査期間 

２０２０年 ２月 ２日 ～ ２０２０年 ２月１８日（定期事業者検査終了日） 

探傷検査･データ整理期間 ２０２０年 ２月 ２日～２０２０年 ２月１５日 

解析･評価検査期間    ２０２０年 ２月１６日～２０２０年 ２月１８日 
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（２）検査範囲 

ＳＧの施栓＊５済みの伝熱管を除く、全数の伝熱管についてＥＣＴを実施した。 

（単位：本） 

ＳＧ Ａ Ｂ Ｃ 合 計 

検査対象本数  ３,２７２ ３,２４８ ３,２６２ ９,７８２ 
＊５ 伝熱管の１次側出入口部分に機械式栓を用いて栓をし、供用外とすること。 

 

（３）検査結果 （添付資料－２、３） 

ＥＣＴデータを評価した結果＊６、２本の伝熱管に有意な信号指示が認められ

た。 
有意な信号指示が認められた箇所は、管支持板部付近であった。 

（単位：本） 

ＳＧ Ａ Ｂ Ｃ 合 計 

指 示 管 本 数  ０ １ １ ２ 

＊６ 一般社団法人日本機械学会 発電用原子力設備規格 維持規格（2008 年改訂版）JSME S NA1-2008 

ＳＧ伝熱管に対する判定基準に従う。 

 

７．原因調査 

今後、有意な信号指示があった伝熱管の外観等を確認するため、小型カメラに

よる調査等を実施する。 

 

８．対  策 

原因調査を踏まえ、対策を講じる。 

以 上 

 
 
 
 
添 付 資 料 
１．ＳＧ伝熱管信号指示箇所概要図 

２．高浜３号機 ＳＧ伝熱管ＥＣＴ結果 

３．高浜３号機 ＳＧ伝熱管ＥＣＴ信号指示位置図 
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ＳＧ伝熱管信号指示箇所概要図（ＳＧ管支持板部） 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

蒸気出口 

湿分分離器 

気水分離器 

給水入口 

伝熱管 

管支持板 

管板 
水室 

１次冷却材出口 
（低温側） 

仕切板 
１次冷却材入口 
（高温側） 

約21ｍ 

信号指示箇所拡大断面図

約29ｍｍ 

約33ｍｍ 
伝熱管 

第三管支持板 
信号指示箇所 

（伝熱管２次側） 

Ｂ－ＳＧ１本

Ｃ－ＳＧ１本

添付資料－１
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高浜３号機 ＳＧ伝熱管ＥＣＴ結果 

 
 

 Ａ－ＳＧ Ｂ－ＳＧ Ｃ－ＳＧ 合計 

設 備 本 数 ３,３８２ ３,３８２ ３,３８２ １０,１４６ 

既 施 栓 本 数 

（応力腐食割れによる施栓本数※） 

１１０ 

（８） 

１３４ 

（１０） 

１２０ 

（７） 

３６４ 

（２５） 

検査対象本数  ３,２７２ ３,２４８ ３,２６２ ９,７８２ 

指 示 管 本 数 ０ １ １ ２ 

結   果 
管支持板部付近において、Ｂ－ＳＧで１本およびＣ－ＳＧで１本に、

外部からの減肉とみられる有意な信号指示が認められた。 

備   考  

※既施栓本数の内数を示す。 

 

添付資料－２
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